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問　

市
農
業
の
今
後
の
方
向

に
つ
い
て
は「
法
人
化
推
進
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
を

踏
ま
え
て
配
慮
が
必
要
で
は
。

農
政
課
長　

数
名
の
農
業
者

が
法
人
の
核
と
な
り
、
そ
の

他
の
農
業
者
が
協
力
、
支
援

を
す
る
と
い
う
体
制
の
法
人

化
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
「
法
人
化
」
推
進
に
な

れ
ば
農
村
の
実
質
農
家
数
が

少
数
化
し
農
村
集
落
環
境
維

持
は
困
難
に
な
る
。
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
も

本
年
度
で
終
了
と
聞
く
。
こ

の
対
策
は
。

市
長　

市
内
14
地
区
で
実
施
。

農
村
環
境
の
維
持
の
た
め
に

大
変
有
効
な
共
同
活
動
で
あ

る
。
国
及
び
県
に
ぜ
ひ
継
続

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

新
規
就
農
者
対
策
を

真
剣
に
検
討

問　

新
規
就
農
者
等
対
策
に

つ
い
て
従
来
か
ら
筑
後
市
は

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、

過
去
に
は
早
々
に
離
農
さ
れ

た
例
も
あ
る
。「
受
け
皿
」

の
整
備
が
重
要
だ
。
今
後
の

施
策
に
つ
い
て
。

市
長　

次
年
度
の
概
算
要
求

の
国
の
新
規
就
農
支
援
事
業

等
を
基
本
に
筑
後
市
で
も
何

ら
か
の
「
支
援
対
策
」
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

諸
々
の
「
受
入
等
対
策
」
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
や
普
及
セ
ン

タ
ー
、
農
業
委
員
会
等
関
係

機
関
等
の
知
恵
を
集
め
て
真

剣
に
対
応
し
た
い
。

ラ
ー
」
の
誘
致
が
全
国
で
進

ん
で
い
る
が
、
北
海
道
特
有

の
広
大
な
土
地
を
活
か
し
た

事
業
開
発
は
圧
巻
で
あ
る
。

　

筑
後
市
に
お
け
る
地
形
特

性
を
考
え
る
と
、
平
坦
で
日

照
時
間
が
多
い
こ
と
は
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
に
は
優
位
で

あ
り
、
小
さ
い
規
模
で
も
効

率
的
に
発
電
し
、
な
お
か
つ

筑
後
市
で
発
生
さ
せ
た
電
力

を
地
産
地
消
で
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
利
用
価
値
は

十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

恵
庭
市
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
結
果
、
人

口
の
推
移
は
、
札
幌
市
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
面
を
考

慮
し
て
も
、
そ
の
増
加
率
は

著
し
く
、
先
進
的
か
つ
特
徴

的
な
住
宅
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
代
表
的
な
成
功
例
の

一
つ
で
あ
る
。

　

近
年
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
意

識
の
向
上
に
よ
り
、
個
人
宅

の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
活
発
に

な
り
、
そ
の
取
り
組
み
が
集

団
的
に
な
れ
ば
、
恵
庭
市
で

も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
地

区
計
画
や
ま
ち
並
み
景
観
協

定
、
ま
ち
並
み
環
境
整
備
な

ど
の
事
業
化
や
ソ
フ
ト
面
の

対
応
も
十
分
に
検
討
で
き
る
。

筑後市農業の
　　　方向性について

　答 法人化を推進、かつ農村集落
機能維持に努力する

貝田 晴義 議員

農事組合法人（富久）のキャベツ定植

　

稚
内
市
は
、
駅
を
中
心
と

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

取
り
組
み
や
、
ま
ち
な
か
居

住
推
進
を
背
景
と
し
た
中
心

市
街
地
の
再
開
発
へ
の
取
り

組
み
を
今
ま
さ
に
推
進
し
て

い
る
。
当
市
に
お
い
て
は
羽

犬
塚
駅
、
筑
後
船
小
屋
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
事
業

効
果
を
複
合
的
に
誘
発
す
る

た
め
に
は
、
行
政
だ
け
の
取

り
組
み
や
単
発
な
事
業
で
は

限
界
が
あ
り
、
多
く
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
い

か
に
費
用
を
抑
え
て
事
業
効

果
を
得
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

稚
内
市
の
取
り
組
み
の
よ
う

に
Ｊ
Ｒ
や
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
多
く
の
事
業
者
を

交
え
て
、
事
業
効
果
を
確
認

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
重
要
さ
は
大
い
に
参

考
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て「
メ
ガ
ソ
ー

研
修
レ
ポ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
8
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1
日
～
3
日

建
設
経
済
委
員
会
　
視
察
報
告

北海道稚内市 人口３８，３６２人
北海道恵庭市 人口６８，９１１人


